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IBM i 資産と運用の継承は

継承する側はAS400でシステムを学んだ人

継承される側はオープン系システムを学んできた人

同じ管理方法、開発方法を引き継ぐのではなく
オープン系システムの管理の仕組みを取り入れた
管理方法の再構築となる。
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IBM i 資産と運用を次世代に継承する
 三和コムテックのソリューション群

IBMiのプログラム資産のメンテナンスを
次世代にどう継承するのか？

IBMiのデータベースやアプリケーションを
オープン系の技術者に活用して欲しい！

5250端末ベースの運用からの脱却！

FFRPG

API

RPA
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RPG資産の次世代継承の道

どの道が安全？

RPG

コース②：

Javaで
プログラム
の書き直し

コース③：

FFRPG

に変換

安全な次世代環境

コース①：
RPG のまま
保守を継続
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従来型のソース編集ツール（SEU）

→FFRPG化とともに開発環境もオープン系開発者の馴染み易いRDiに移行できます！

RPGソースをFFRPGに変換するツール：ARCAD Transformer RPG

GUIソース編集ツール（RDi）

ライブラリリスト追加などのコマンド実行時の
ログやコンパイルエラーなどの情報を表示

コンパイル操作はメニューから実行可能

RPGがVBやJAVAライクな構文
/記述となってオープン系のプロ
グラマーによるメンテナンスが容
易になります。

編集したいソースを選択
複数のソースを同時展開可能

5250画面での独特なコマンドを使った操作

オープン系のプログラマーにはなじみのない開発環境

➢ オープン系プログラマーにもわかりやすいコード記述

➢ RDiで開発環境もオープン系プログラマーが慣れた環境

➢ RestAPI等が利用しやすくなり他システムとの連携が容易になる

FFRPGへの変換でオープン系プログラマーでも
容易にRPGプログラムのメンテナンスが可能
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FFRPGへの変換：3社連動企画記事

2025年1月～3月にFFRPG化促進の

3社連動企画記事掲載がありました。

➢ ベル・データ：FFRPG化の意義

➢ 三和コムテック：FFRPG化ツール紹介

➢ 福岡情報ビジネスセンター：FFRPG化プロジェクトの実際
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ARCAD API：ノーコードで5250アプリをAPI化

Webアプリ

スマホアプリ5250アクセス

データ取得

JSON形式で
データを渡す

データ取得依頼

エンタープライズ

アプリケーション

Windowsサーバーまたは
IBM i上に導入可能

クラウドサービス

IBM i

5250 Webサービス（API）の作成
はARCAD APIのGUIで5250画面を
操作することで作成できます

そのため、
コードを書く必要が

ありません！

ARCAD APIの操作画面

ARCAD API

ARCAD APIの構成

データ・アプリケー
ション資産

アルカッド エーピーアイ
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• シナリオ作成画面では、GUI上に5250画面が表示されます。

• 通常業務における5250画面操作と同様にログインからログアウトまでの操作を行います。操作内容は自動で記録され、

それを元にシナリオが作成されます。

• 操作の際、APIのWebサービスで使用したいフィールドの範囲をマウスでドラッグして定義を行います。

例: 商品の在庫数をAPIで取得したい場合のシナリオ作成

1.サインオン

2.コマンドを実行して在庫管理システムにアクセス

3.検索画面から入力欄をマウスで選択

4.入力欄に商品コードを入力して実行

5.表示される情報をマウスで選択

6.メインメニューに戻る

7.サインオフ

5250画面のAPI化：①入力フィールド定義

①商品コード入力欄を
マウスで範囲選択

インプットフィールド定義して
入力パラメータとして使用する

ARCAD API：ノーコードで5250アプリをAPI化
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ARCAD API：ノーコードで5250アプリをAPI化

Webサービス作成の画面では、シナリオ作成時に定義したフィールドが表示されるので、ドラッグ&ドロッ

プで選択し、APIの中でinput(値の入力)またはoutput(値の取得)のどちらで使用するのか定義し

ます。APIの実行結果としてJSONデータに出力したいフィールドはOutputを選択します。

②選択したフィールドをフィール
ド定義にドラッグアンドドロップす
るとポップアップ画面が表示され
るinput/outputどちらかを設

定 ①出力したいフィールドを選択
（商品名、倉庫、有効在庫数）

5250画面のAPI化：②出力するデータの定義
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ARCAD API：ノーコードで5250アプリをAPI化

5250画面の操作と入出力フィールドの
定義が済んだら生成処理を行います

Webサービス作成を実行するとAPIが生成され
APIを呼び出すURLが出力される

'http://192.168.x.xxx:5260/wssql/exec/wsroot6/v1?product_code=' + prod_code + '&souko_code=001';

URLをアプリケーションに組み込み実行すると結果はJSON形式で得られます

5250画面のAPI化：③APIの生成処理
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というユニークな ARCAD API でも、、、、

既にIBMi上でWEBアプリを開発する方法を知っている人は
APIが無くても困らない

一方、IBMi上での開発を知らない人が
IBMiのデータを使ったアプリを開発したいとき

SQLやODBCでの利用は大変面倒！

何故なら、DB上の生データは何を示すデータかわからない。
引当済の在庫数なのか？今後の入庫予定の反映は？他の倉庫や
代替品は？、、
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5250アプリをAPI化することで
WEBシステムに容易に組み込み可能になります

ARCAD 
API

在庫照会
(5250操作)

画面から
データ取得

在庫情報
(JSON形式)

入力された
商品コード

IBMiの開発が出来ない/DBの構成を知らない人でもIBMiのデータを
活用したアプリの開発を簡単に出来ます。

ARCAD APIで作成したWebサービスはJSON形式でデータを渡すため

様々なアプリケーションとスムーズに連携できます！

※SQLやODBCでのDB参照では無く、業務で

どう使えるか知っている5250画面上のデータを

得られるAPIをノーコードで作成！

ARCAD APIで
照会する商品コード

ARCAD APIから
JSONで返された
結果の表示

※こちらはROCKET.CHATというチャットシステム
にHUBOTというBOTシステムを組み合わせて
チャットボット化しています。
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チャットボットのJavaScriptに以下の処理を組み込みます。

①チャットボットのダイアログからの入力値からARCAD APIへのアクセスURLを生成(パラメータセット）

②作成したURLをもとにARCAD APIにアクセスし、IBMi上の値をJSON形式で取得。

③JSONの結果をチャットボットに出力。

const request = require('request');
module.exports = (robot) => {

        robot.hear(/商品コード照会：(.*)/i,(msg) => {
                var text = msg.message.text;
                text = text.replace('hubot',''); //hubot名の除外

text = text.replace('商品コード照会：',''); //トリガーワードの除外
text = text.replace(' ',''); //不要なスペースの除外

var prod_code = String(text);

var URL = 
'http://192.168.x.xxx:5260/wssql/exec/wsroot6/v1?product_code=' + prod_code + '&souko_code=001';

                request.get({
                        url: URL,
                        auth: {
                                user: "admin@quadra",
                                password: “xxxxxxxxxx"
                        },
                        json: true
                },function(err, req, data){
                        var content = data.output.records[0];
                        msg.send('商品コード照会結果：'+ '¥n' +'倉庫名は...' + content.倉庫名 + '¥n' + '商品名は...' + 
content.商品名 + '¥n' + '商品コードは...' + content.商品コード + '¥n' + '有効在庫数は...' + content.有効在庫数);
                });
        });
};

ARCAD APIのURLに商品コードの値と倉庫コードをセット

チャットから受け取ったデータから
APIアクセスに必要な情報を取り出す



WEBアプリと5250アプリの連携
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作成したAPIとWebやスマホに対応したWebアプリケーションと連携し、
IBM iのレガシーな見た目から脱却することができます。

ARCAD 
API 入力した社員情報の送信

入力結果をJSONで取得

リクエスト
された処理を
実施しJSONで
結果を返す

社員情報
入力フォーム
(WEBアプリ)

IBMiの開発が出来ない/DBの構成を知らない人が、自身の使い慣れた
開発ツールでIBMiのデータを活用したアプリの開発を簡単に出来ます。
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IBMiのデータをDXで活用したいと思っても

SQLやODBCアクセスでは開発が大変で活用は進まない。

5250画面に表示された業務ですぐ使えるデータを返し
てくれるAPIがあれば開発が簡単になる。

それをノーコードで簡単に生成できるのが

ARCAD API です。
アルカッド エーピーアイ



“応答i“ならスマホから安全にIBMiの
運用操作が可能になります

Sanwa Comtec K.K. 16

メール

IBM i応答iへメール
で指示

応答iがIBM iに
コマンドで指示

IBM iから
結果を取得

結果もメール
で返信

PC
PC/スマホ

“応答i“はIBMiの様々な運用/操作が組み込まれたRPAです。

RPAのトリガー機能を利用してメールによる操作指示が可能な上、機能の追加変更も容易にできます。

メールで応答iに指示、結果もメールで受け取れるのでPCはもちろんスマホや
タブレットでも利用可能。しかもVPNなど特別なネットワークも不要です。
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基本運用/監視
１．Ping監視

２．MSGWジョブ監視

２－A．MSGWジョブ監視

２－B．ジョブログ取得

２－C．活動ジョブ一覧

３．サブシステム監視

３－A．活動中のサブシステム一覧

３－B．サブシステムの停止

３－C．サブシステムの開始

３－D．サブシステムの監視

４．CPU監視

４．CPU使用率監視

５．DISK監視

５．DISK使用率監視

６．メッセージ監視

６．QSYSOPR応答待ちメッセージ監視

７．ユーザー監視

 ７－A．ユーザープロファイル一覧取得

 ７－B．ユーザープロファイルステータス変更

 ７－C．ユーザーパスワードリセット

８．ジョブスケジュール管理

 ８－A．スケジュールジョブの状況取得

 ８－B．スケジュールジョブ保留

 ８－C．スケジュールジョブ解放

三和コムテック製品運用支援
９．MIMIX DG監視
 ９－A．MIMIX DG監視
 ９－B．MIMIX DG開始
 ９－C．MIMIX DG停止
 ９－D．MIMIX DG状況取得
１０．iSecurity Auditジョブ監視
 １０－A．iSecurity Auditジョブ監視
 １０－B． iSecurity Auditジョブ開始
１１．LaserVault Backup監視
 １１－A．LVBバックアップデータ一覧
 １１－B．LVBライブラリ保管
 １１－C．LVBオブジェクト保管
 １１－D．LVBライブラリ復元
 １１－E．LVBオブジェクト復元
１２．ダッシュボード

応答i
機能一覧

“応答i“はIBMiの操作に優れた
RPAなのでOSコマンドはもちろん
様々なツールやプログラムの自動処
理を容易に追加作成できます。
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まだまだあります、

 次世代継承に役立つ

三和コムテックのソリューション



バックアップをオープン系と統合
D2DバックアップのLaserVault Backup/ViTL
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。

LaserVault
Backup
（LVB）

LaserVault
ViTL

LAN接続
GbitLANでLTO3相当の
バックアップ性能

SAS又はFC接続
最新LTOを超える
バックアップ性能

➢ LAN接続で簡単安価な構成
➢ ブート可能DVDを作成できるので

LAN接続でもシステムバックアップ
可能 → テープ装置を代替可能

SAVxxxLV/RSTxxxLVといった専用の
保管復元コマンドで操作可能
➢ 10GigabitLAN等使えば更なる高速処理

➢ IBM i からはテープ装置又はテープライブラ
リーとして構成可能

→SAVxxx/RSTxxxといったIBM i
の保管復元コマンドで操作可能。

➢ BRMSなどの管理ソリューションにも対応

IBM i

D2Dバックアップ製品であるLaserVaultにはLaserVault Backup(LVB)とLaserVault ViTLの
2種類があります

レーザーボルト



異なるプラットホームのDB連携：ConnectCDC
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DB2/400とOracle、SQLサーバーなど異なるOS上の様々なDBMSのリアルタイム連携が可能です。

* Target onlyLeading Operating Systems Leading Databases

• IBM i 

• IBM AIX 

• HP-UX 

• Solaris 

• IBM Linux on Power

• Linux SUSE Enterprise 

• Linux Red Hat Enterprise

• Microsoft Windows, 
including Microsoft Azure 

• IBM Db2 for i

• IBM Db2 for LUW

• IBM Informix

• Oracle

• Oracle RAC

• MySQL*

• Microsoft SQL Server

• Microsoft Azure SQL*

• PostgreSQL*

• Teradata*

• Sybase

コネクト シーディーシー



多要素認証でテレワーク時もセキュアにIBMiアクセス
MFA for i
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テレワークの普及に伴い自宅、外出先からIBMiの基幹システムを利用する機会が増えてきました。

社外からIBM i にログインする際のユーザーID/パスワード、もし漏洩して悪意のある第三者がアクセスしてきたら、、、

ユーザーID/パスワードといった知識情報だけでなく、別の要素でアクセスが許可された本人からのものであることを
確認する二要素認証あるいは多要素認証が有効です。

エムエフエー フォー アイ

「MFA for i」では5250画面のサインオンに、
パスコードの入力を求める二要素認証機能を追加できる。
パスコードは個人宛にメールで送付。

5250画面に2要素認証を実現！MFA for i



ウィルスやランサムウェアの脅威にさらされている

IFSを保護する SAVi（セイビィ）製品
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IBM i はウィルスファイルを実行できないアーキテクチャーでウィルスに強い！
しかしWEBアプリのコンテンツファイル置き場やファイルサーバーとしても使えるIFS（統合
ファイルシステム）へのウィルスの侵入やIFSを介したウィルスの拡散には対策が必要です。

統合ファイルシステム
    (IFS)

IBM i

------------------------------------------------------------------

SAVi ランサム
ウェア対応版

IBM

SAViアンチウィルスは
ウィルスの侵入を防ぎます。

監視・
遮断

SAViランサムウェア対応版
はIFSを監視して暗号化処
理を検知、攻撃元を遮断す
るなどの対応をします。

ランサムウェアに侵された
PCはIFSのファイルを暗
号化して使用不可にします。

ウィルス

ランサムウェア

&(%%q
x%3#&

SAVi 
アンチウィルス

------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------

SAViアンチウィルス版と
ランサムウェア対応版、
両方対策してIFSを安心
安全に利用出来ます！



プログラムオブジェクトからソースを復元
逆コンパイルサービス
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ソースプログラムを消してしまったり、現在稼動しているプログラムの正しいソースプログラムが
わからなくなってしまってプログラムメンテナンスに問題が生じた時の簡単で強力な解決策です。

ソースプログラム プログラム
コンパイル

逆コンパイル

プログラムを何らかの事故で失ってもソースプログラムを再度コンパイルすればプログラムを作成できます。

一方、ソースプログラムを失った場合、プログラムを当面使い続けることは出来ますが、アプリケーションを

修正する必要が生じたときにソースプログラムがなければ修正できません。

失ったソースプログラムをプログラムから作成する逆コンパイラが必要になります。

逆コンパイルサービスはコンパイル処理を逆方向に実行してソースプログラムを再生する強力なリエンジニア

リングツールです。
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ありがとうございました

三和コムテック株式会社

〒105-0001

東京都港区虎ノ門２－１－１

商船三井ビルディング 4F

TEL. 03-3583-2518

FAX. 03-3583-2387

sales@sct.co.jp

三和コムテックのIBM i 関連製品の情報を集約したポータルサイトがございます。
新製品情報やセミナー情報、活用方法など、有益な情報をアップしております。
是非ご覧ください。

URL： https://ibmi.sct.co.jp

https://ibmi.sct.co.jp/about-mimix/
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